
 

小学部 第４学年  成果報告書 

 
令和３年 11月 12日（金）１・２校時 

サンホセ校 小学部４年１名 

指導者  藤井 典子 

アグアス校 小学部４年５名 

指導者  柴田 神治 

 

１ 教科 単元名 

  国語 「事実を分かりやすく伝えよう」（教材：「新聞を作ろう」光村図書 4 年） 

２ 単元の目標  

  〇 新聞の特徴と作り方を知り，取り上げたい話題を決めて，伝えたいことが明確になるように文章 

を書くことができるようにする。 

３ 指導観 

 （１）教材観 

   ○ 目的に合わせて取材をし、伝えたいことを分かりやすく報告する新聞を作ることができる。 

   ○ 漢字を正しく読み書きすることができる。 

   ○ 大事な言葉の意味・使い方が分かる。 

 

（２）児童・生徒の実態 

○ 両校の児童に共通して、話したり聞いたりすることに自身がなく，どのようにすればうまく話せ

るのか、聞き取れるのかについて理解が浅い。一方で、話が聞いてみたいという意欲は高く、友達

が考えていることについて関心を示している。児童同士で、スピーチし合い、聞き合うことで、ど

んな方法があるのかを考えるきっかけになるのではないかと思う。 

 

４ 指導計画（全１０時間）        

          主な学習内容及び学習活動 

（１次）学習課題を設定し、どんな新聞を作るか話し合って学習計画を立てる。（4時間） 

 （２次）読み手に伝わるように、書き方を工夫して下書きをする。（4時間） 

 （３次）完成した新聞を読み合い、感想を伝え合う。（2時間 本時 1/2） 

 

５ 本時 

 （１）目標 

   〇 前回の発表を活かし、相手の興味をひき、さらに分かりやすい表現の仕方を工夫することができ

る。 

 （２）指導の経過 

段階 時間 教師の活動（発問・指導の工

夫）児童・生徒の反応 

児童・生徒の学習活動 資料等 

 

導 

入 

 

 

 

⒓分 

T：本時の流れを説明する。 

 （この合同学習会の流れは、

前回、前々回の流れと同じで

す。） 

 

○リコーダー演奏は同じ曲で今

回は Sさん（サンホセ校）は、

鍵盤ハーモニカで演奏しまし

た。 

 

 

 

 

 

○早口言葉は毎回違います。 

・本時の流れをつかむ。 

 

 

 

・初めの言葉の後、リコーダーの演奏

をする。。 

 

・リコーダー演奏は同じ曲で今回は齋

藤さん（サンホセ校）は、鍵盤ハーモ

ニカで演奏しましたアグアスの子供達

はその速さにびっくりしていました。 

 

・早口言葉をする。 

 

・早口言葉は毎回違いますが、両校と

もしっかり言えていました。 

 

 



 

展

開 

 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇新聞発表と交流をする。 ・自分の伝えたいことを明確にして発

表をします。 

 

ま

と

め 

    

  

（４）児童・生徒の様子 

 〇緊張しながらも自分の伝えたいことを達成感・満足感も持っていた。 

 〇次回の課題も明確にすることができた。 

 〇発表の仕方にも改善を加える子供の様子が見られた。 

 

（５）児童・生徒の振り返り 

 

① 成果 

   〇 遠隔合同授業で伝えたいことを明確にして発表することを目標にしたことで、意欲が高まり、より

よい内容にしようと話し合い活動や制作活動が充実したものになった。 

○ 聞き手を意識して、発表内容を練り上げたことで、学習内容への理解が深まった。 

  〇 時間への課題が明確になった。 

② 課題 

  〇 複式学級との交流の仕方を模索している。 

 

③ 提案（今後のオンライン合同授業での活用案・他の日本人学校や日本の学校での実践に生かして 

     欲しいこと。） 

 

（６）教室レイアウト（ICT機器の配置） 

 

 

 

・自分の伝えたいことがはっきり伝えることができた。 

・質問をうけることで、記事に不足していた情報に気づくことができた。 

・回数を増すごとに、新聞形式でまとめることに対して主体的に取り組むようになった。 
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